
① サードエイジは人生最良とのとき
② 人生幸福の５つの習慣、多様な役割
③ 引退年齢はまだまだ先に、心も身体も若返り
④ 70歳代 「仕事」をする理由は
⑤ 会社一筋から「地域貢献」へ
⑥ 社会人向け講座での「学び」
⑦ 「趣味」が地域接点となった実体験
⑧ ７つの「健康」習慣、社会参加で健康増進
⑨ 「お金」の使い方、資産寿命を延ばすには
⑩ コンフォートゾーンからストレッチゾーンへ

＜宿題（？）＞ WILL・CAN・MUSTの思考法

2024年11月24日 足立区NPO活動支援センター主催「アクティブシニア講座」

定年後を充実させるヒント
～地域活動、しごと、学び、趣味、健康～

一般社団法人定年後研究所 所長池口武志
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一般社団法人定年後研究所 紹介

定年後研究所とは～ミドルシニアの「自走人生」をデザインする～

主に、大企業中高年会社員を対象に職業人生の長期化に向けた調査・研究活動をおこなうとともに、キャリア研修
プログラムの開発・監修を手掛ける

所長 池口武志 ＜連絡先＞ t-ikeguchi@seiwabl.co.jp
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◼ 職歴・学び

1963年京都市生まれ 1986年日本生命保険に入社し、長く管理職として多様な人材育成に係る

2005年オックスフォード大学 Foreign Service Programme修了

2021年定年後研究所所長

2023年3月桜美林大学大学院老年学修士（還暦で卒業）

◼ 社会活動、資格等

厚生労働省 生涯現役社会の実現に向けた検討会委員、 社会福祉推進事業検討会委員

日本心理的資本協会理事 シニア社会学会理事

早稲田大学キャリア・リカレント・カレッジ アドバイザー

キャリアコンサルタント、AFP(ファイナンシャルプランナー)、消費生活アドバイザー

◼ 著書・原著論文

「定年NEXT（廣済堂新書）」、「人生の頂点は定年後（青春新書）」

「50~60歳代会社員のキャリアチェンジのプロセス（老年学雑誌14号）」

■オマケ 川崎アカデミーダンスサークル会員 JDSF（日本ダンススポーツ連盟）競技選手

mailto:t-ikeguchi@seiwabl.co.jp


① サードエイジ「人生最良の時」の出現

第１段階
ファーストエイジ

社会に出るまで

第２段階

セカンドエイジ   

責任と所得の時代

第３段階

サードエイジ

個人的な実現と

達成の時期

第４段階

フォースエイジ        

衰えから

終末まで

人生最良のとき
「自分の意識と行動で自己実現を図る」

イギリスの歴史人口学者
ピーター・ラスレットの唱える
ライフコース4段階区分説

時間感覚の加速

移行準備が
重要
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長寿社会の恩恵



当日の会場風景
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